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なくす竹害
〜竹と液肥で
イノベーション〜



竹パウダーの３つの効果

バイオ液肥と竹パウダーを混ぜる様子 生ごみに竹パウダーをかける様子

竹パウダー

防草効果 土壌改良効果

消臭効果



竹パウダー事業のスキーム
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プロダクトマネジメント

STP：乳酸発酵させた手頃な価格の竹パウダー



プロトタイプ

集積基地で買付⇒洗浄⇒粉砕⇒発酵⇒袋詰



プロトタイプ

土壌改良用の竹パウダー販売



竹パウダーの原価計算と土壌改良用パウダーの販売実績

竹パウダー93㎏ 総額：￥18,610

損益計算書 備考

売上高 ￥12,250 販売単価￥350/kg

売上原価 ￥7,000 単価￥200

売上総利益 ￥5,250

販管費 ￥2,000 袋・ラベルなど

営業利益 ￥3,250

【販売実績 35袋】

土壌改良用竹パウダー 35袋販売（１㎏入り）

製造経費 備考

竹の原価 ￥1,210 1㎏ ￥10

労務費 ￥16,000
＠￥1,000
×4時間
×4人

燃料費 ￥1,100 ￥153×7.2L

運搬費 ￥300 片道10㎞



１学期栽培試験

4/25 試験区作り・定植

5/9 栽培管理

5/16 生育調査①

5/19 生育調査②・追肥①

5/23 生育調査③

5/26 生育調査④・追肥②

5/30 生育調査⑤

6/2 生育調査⑥・追肥③

6/6 生育調査⑦

6/9 生育調査⑧

経営ビジネス科と共同栽培経営ビジネス科と共同栽培
ミニトマト（ＣＦココ）
トウモロコシ（ゴールドラッシュネオ）



一株あたりの追肥量

バイオ液肥

化成肥料

竹パウダー

バイオブースター

バイオ液肥成分
＝0.5：0.13：0.16

化成肥料成分
＝15：10：13

化成肥料区 バイオ液肥区 竹パウダー区 バイオブースター区

トマト 24.9ｇ 750ｇ 225ｇ
竹パウダー 225ｇ
バイオ液肥 750ｇ

トウモロコシ 15.6ｇ 486ｇ 147ｇ
竹パウダー 147ｇ
バイオ液肥 486ｇ
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根の比較
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1学期栽培試験まとめ

〇竹パウダーの使用効果
ミニトマトで生育、収穫物の品質が向上した
トウモロコシは生育に差はなかったが収量が
低くなった
根張りがよくなった

反省 と 仮説反省 と 仮説

竹パウダーの散布量は１㎡あたり５０ｇが標準竹パウダーの散布量は１㎡あたり５０ｇが標準

根菜類と相性がよいかもしれない根菜類と相性がよいかもしれない



①竹パウダー散布量の見直し

１株当たりの追肥量

試験区 化成肥料 バイオ液肥 竹パウダー バイオブースター

追肥量 12ｇ 720ｇ 50ｇ
竹パウダー 50ｇ
バイオ液肥 720ｇ

試験作物：トウモロコシ（オータムイエロー）



トウモロコシ品質比較

先端まで充実していない、隙間がある。 実入りがよく上部まで充
実

竹パウダーあり竹パウダーなし



元肥 追肥

対照区 バイオ液肥 バイオ液肥

バイオブ
ースター

バイオ液肥 バイオブースター

竹２５０ｇ バイオ液肥
竹パウダー250ｇ

バイオ液肥

竹５００ｇ バイオ液肥
竹パウダー500ｇ

バイオ液肥

②竹パウダーの散布方法の違いによる比較

試験作目：カブ、ニンジン、ジャガイモなど
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②竹パウダーの散布方法の違いによるジャガイモ収量の比較
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③土壌分析

元肥 追肥

① 竹パウダー250ｇ・バイオ液肥 バイオ液肥

② 竹パウダー500ｇ・バイオ液肥 バイオ液肥

土壌採取

計量

採取時期：追肥1回目終了から1週間後

分析機関：SOFIX農業推進機構

分析方法：SOFIX（土壌肥沃度指標）分析

土壌サンプル

方法



竹パウダー２５０ｇ

(9.7億個/g)

③土壌分析

竹パウダー５００ｇ

(6.9億個/g)



２学期栽培試験まとめ

竹パウダーの使用効果
まきすぎると畑の総細菌数が減るため、畑への
散布量は５０ｇ/㎡が適正
竹パウダー自体に栄養性はないが、土壌中の微
生物に働きかけて根の成長を促すことができる
土壌改良剤として活用ができる。



竹パウダーのジビエへの消臭効果の検証

竹パウダーには消臭効果がある
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